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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期
第３四半期
連結累計期間

第67期
第３四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 5,987,599 6,255,115 8,105,401

経常利益 (千円) 959,391 848,031 1,262,677

四半期(当期)純利益 (千円) 682,755 570,371 1,158,933

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 692,527 548,999 1,176,925

純資産額 (千円) 5,956,124 6,881,677 6,440,522

総資産額 (千円) 11,932,841 12,175,316 12,248,855

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 88.99 74.35 151.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.9 56.5 52.6

　

回次
第66期
第３四半期
連結会計期間

第67期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 26.88 27.43

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　　

なお、重要事象等は存在しておりません。　

　
　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。　

　
　
（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政策効果等により内需を中心に緩やかな回復傾向に

あるものの、外需に関して欧州債務危機に端を発する円高や中国など新興国経済の減速等により伸び悩み、

予断を許さない状況にあります。　

当社グループが属する業界におきましても、産業の空洞化が進む中、主要な取引先である機械工具業界や

物流業界からの受注に今ひとつ力強さが感じられません。　

こうした状況の下、当社グループは、生産の海外シフト等による更なる原価低減に努め、経営体質の充実

強化に注力してまいりました。　

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、医療・介護向けキャスターや物流機器の伸長により

6,255,115千円（前年同四半期比4.5％増）、営業利益は人件費等販管費の増加により811,073千円（前年同

四半期比10.0％減）、経常利益は848,031千円（前年同四半期比11.6％減）、四半期純利益は本社移転費用

の支出もあり570,371千円（前年同四半期比16.5%減）となりました。　

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。　

○日本　

売上高は5,891,108千円（前年同四半期比3.9％増）、セグメント利益（営業利益）は573,447千円（前年

同四半期比18.3％減）となりました。　

○マレーシア　

売上高は生産の増大により1,474,615千円（前年同四半期比3.9％増）、セグメント利益（営業利益）は

増収及び円高に伴う原価低減により200,278千円（前年同四半期比1.7％増）となりました。　

○中国　

売上高は生産の増大により931,634千円（前年同四半期比36.6％増）、セグメント利益（営業利益)は大

幅増収により68,045千円（前年同四半期比455.8％増）となりました。　
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（２）財政状態の分析

（資産）　

流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.4%増加し、6,141,602千円となりました。　

これは主に、現金及び預金が285,928千円増加したことによります。　

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4.3%減少し、6,033,713千円となりました。

これは主に、建物及び構築物が64,517千円減少したことによります。　

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて0.6%減少し、12,175,316千円となりました。　

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて15.5%減少し、3,061,229千円となりました。　

これは主に、短期借入金が499,981千円減少したことによります。　

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.1%増加し、2,232,409千円となりました。　

これは主に、役員退職慰労引当金が80,840千円増加したことによります。　

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて8.9%減少し、5,293,639千円となりました。　

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて6.8%増加し、6,881,677千円となりました。　

これは主に、利益剰余金が462,959千円増加したことによります。　

この結果、自己資本比率は56.5%となりました。　

　
　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。　

　
　
（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、77,414千円であります。　

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。　

　
　
（５）従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。　

　
　
（６）生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。　

　
　
（７）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末にお

ける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,200,000

計 29,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,708,000 7,708,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株であります。

計 7,708,000 7,708,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 7,708,000 ― 1,696,500 ― 1,516,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 　36,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,656,000
7,656 ―

単元未満株式
普通株式

16,000
― ―

発行済株式総数 7,708,000― ―

総株主の議決権 ― 7,656 ―

(注)  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ナンシン

東京都中央区日本橋人形
町一丁目17番４号

36,000 ― 36,000 0.47

計 ― 36,000 ― 36,000 0.47

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,450,085 1,736,014

受取手形及び売掛金 ※１
 2,375,536

※１
 2,407,942

有価証券 199,920 －

商品及び製品 894,446 967,825

仕掛品 306,741 302,764

原材料及び貯蔵品 511,537 569,692

その他 205,530 160,061

貸倒引当金 △2,669 △2,699

流動資産合計 5,941,129 6,141,602

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,526,229 2,461,712

土地 2,291,277 2,291,277

その他（純額） 369,681 341,063

有形固定資産合計 5,187,187 5,094,052

無形固定資産 252,477 217,287

投資その他の資産

その他 882,521 728,704

貸倒引当金 △14,460 △6,331

投資その他の資産合計 868,060 722,373

固定資産合計 6,307,726 6,033,713

資産合計 12,248,855 12,175,316
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,094,829 1,062,821

短期借入金 2,111,693 1,611,712

1年内返済予定の長期借入金 58,500 48,600

未払法人税等 31,221 62,085

賞与引当金 45,894 24,495

役員賞与引当金 6,400 －

その他 272,342 251,514

流動負債合計 3,620,880 3,061,229

固定負債

長期借入金 72,750 36,300

退職給付引当金 242,987 246,750

役員退職慰労引当金 415,850 496,690

リース契約補償損失引当金 1,103,678 1,117,397

事業整理損失引当金 239,118 231,837

資産除去債務 18,734 31,964

その他 94,333 71,468

固定負債合計 2,187,452 2,232,409

負債合計 5,808,332 5,293,639

純資産の部

株主資本

資本金 1,696,500 1,696,500

資本剰余金 1,542,759 1,542,759

利益剰余金 3,245,880 3,708,839

自己株式 △9,421 △9,854

株主資本合計 6,475,717 6,938,244

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22,262 26,793

為替換算調整勘定 △57,457 △83,360

その他の包括利益累計額合計 △35,194 △56,567

純資産合計 6,440,522 6,881,677

負債純資産合計 12,248,855 12,175,316
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 5,987,599 6,255,115

売上原価 4,044,379 4,231,367

売上総利益 1,943,219 2,023,748

販売費及び一般管理費 1,041,767 1,212,675

営業利益 901,452 811,073

営業外収益

受取利息及び配当金 7,941 10,661

受取賃貸料 29,036 28,995

物品売却益 2,957 17,764

為替差益 38,870 769

その他 20,087 9,588

営業外収益合計 98,893 67,778

営業外費用

支払利息 19,394 12,080

賃貸収入原価 6,765 6,650

売上割引 8,278 7,978

その他 6,516 4,110

営業外費用合計 40,953 30,820

経常利益 959,391 848,031

特別利益

固定資産売却益 7,293 18,711

投資有価証券売却益 － 237

違約金収入 10,000 －

その他 1,465 78

特別利益合計 18,759 19,026

特別損失

固定資産除売却損 88 3,172

投資有価証券売却損 － 246

ゴルフ会員権評価損 － 5,300

本社移転費用 － 28,589

事業整理損 4,689 －

特別損失合計 4,778 37,308

税金等調整前四半期純利益 973,373 829,749

法人税、住民税及び事業税 51,890 104,567

法人税等調整額 238,726 154,810

法人税等合計 290,617 259,377

少数株主損益調整前四半期純利益 682,755 570,371

四半期純利益 682,755 570,371

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

10/18



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 682,755 570,371

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,134 4,530

為替換算調整勘定 8,636 △25,903

その他の包括利益合計 9,771 △21,372

四半期包括利益 692,527 548,999

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 692,527 548,999

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。　　

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。　　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 62,849千円 59,516千円

　
(四半期連結損益計算書関係)

 該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 228,057千円 220,666千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 38,363 5.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　　

　

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 107,411 14.00平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　　　

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　　　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
日本 マレーシア 中国

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,663,234 66,225 258,139 5,987,599

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

7,543 1,353,319 423,732 1,784,596

計 5,670,778 1,419,544 681,872 7,772,195

セグメント利益 702,176 196,988 12,242 911,407

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 911,407

セグメント間取引消去 △9,954

四半期連結損益計算書の営業利益 901,452

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
日本 マレーシア 中国

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,884,766 76,623 293,725 6,255,115

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6,341 1,397,991 637,908 2,042,242

計 5,891,108 1,474,615 931,634 8,297,357

セグメント利益 573,447 200,278 68,045 841,771

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 841,771

セグメント間取引消去 △30,698

四半期連結損益計算書の営業利益 811,073

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

　  四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

　
(有価証券関係)

　  四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

　
(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　　

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 88円99銭 74円35銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 682,755 570,371

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 682,755 570,371

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,672,634 7,671,660

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　　

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。　　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

株式会社ナンシン

取締役会  御中

　

東 陽 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　野　敦　夫 　　　   印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　杉　真　剛　　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ナンシンの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平
成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年
12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナンシン及び連結子会社の平成24年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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